
町
内
農
産
物
の
直
販
施

設
と
し
て
、
ま
た
情
報
の

発
信
基
地
と
し
て
、
農
業

振
興
の
拠
点
と
な
っ
て
い

る｢

せ
ら
農
業
公
園｣

な

ど
６
つ
の
産
直
施
設
の
指

定
管
理
が
３
月
で
満
了
す

る
。議

員
か
ら
は｢
こ
れ
ら

は
、
農
業
施
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
設
置
し
て
お
り
、

そ
の
目
的
に
そ
っ
た
管
理
・

運
営
が
求
め
ら
れ
る｣｢

運

営
費
の
ほ
と
ん
ど
は
指
定

管
理
者
の
負
担
と
な
る
た

め
、
経
営
の
安
定
性
が
求

め
ら
れ
る｣

な
ど
の
質
疑

が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し｢

冬
期
間

の
入
込
客
対
策
の
必
要
な

施
設
も
あ
る
が
、
お
お
む

ね
経
営
は
安
定
し
、
継
続

性
も
あ
る｣

旨
の
答
弁
だ
っ

た
。審

議
の
結
果
、
６
施
設

と
も
現
在
の
指
定
管
理
者

に
、
５
年
間
継
続
さ
せ
る

こ
と
に
決
し
た
。

◎
世
羅
町
税
条
例
の
一
部

改
正
と
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

地
方
税
法
、
健
康
保
険

法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
世
羅
町
の

関
係
す
る
条
例
も
整
合
性

を
も
た
せ
る
た
め
改
正
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

議
員
か
ら｢

上
場
株
式

の
配
当
に
か
か
る
税
制
が

不
十
分
で
、
所
得
隔
差
を

拡
大
す
る
の
で
は｣

と
の

質
疑
も
あ
っ
た
が
、
法
改

正
に
伴
う
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
可
決
し
た
。

◎
国
民
健
康
保
険
税
法

条
例
と
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正

こ
れ
ま
で
前
年
度
を
基

礎
と
し
て
暫
定
的
に
算
定

し
て
い
た
国
保
税
、
介
護

保
険
料
を
、
確
定
所
得
で

の
本
算
定
に
一
本
化
す
る

も
の
で
可
決
。

長
期
継
続
契
約

締
結
で
き
る
契
約
は
、

①
事
務
機
器
な
ど
商
習
慣

上
複
数
年
度
に
わ
た
る
物

品
、
②
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

使
用
許
諾
契
約
の
う
ち
継

続
的
使
用
す
る
必
要
が
あ

る
も
の
。
③
警
備
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
保
守
、
収
集
運

搬
業
務
な
ど
の
毎
年
度
当

初
か
ら
役
務
の
提
供
を
受

け
る
必
要
が
あ
る
も
の
。

契
約
の
期
間
は
５
年
間
以

内
と
し
、
税
金
活
用
に
有

効
な
場
合
な
ど
町
長
が
特

別
に
認
め
た
時
は
こ
の
限

り
で
な
い
。
全
会
一
致
で

可
決
。
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条
例
改
正

世
羅
町
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
条
例
の
改
正
案

行
財
政
改
革
と
、
現
状

の
児
童
、
生
徒
の
減
少
傾

向
の
続
く
な
か
、
隣
接
す

る
甲
山
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

と
世
羅
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

を
統
合
し
、
効
率
的
に
よ

り
よ
い
学
校
給
食
を
提
供

す
る
た
め
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
設
置
条
例
の
一
部
改

正
を
求
め
た
も
の
。
賛
成

多
数
で
可
決
し
た
。

直
販
施
設

指
定
管
理
者
は
継
続

甲山いきいき村



一
般
会
計
で
は
主
に
農

林
水
産
事
業
費
・
土
木
費･

教
育
費
で
減
額
補
正
と
な
っ

た
。
内
容
は
集
落
法
人
育

成
の
交
付
金
が
目
標
面
積

未
達
成
に
よ
り
減
っ
た
事
、

町
道
改
良
舗
装
工
事
な
ど

が
道
路
特
定
財
源
の
あ
お

り
で
減
額
と
な
っ
た
。
教

育
費
の
中
で
は
公
民
館
職

員
の
給
与
を
計
上
し
て
い

た
と
の
こ
と
で
、
５
千
６

百
万
円
も
減
と
な
り
当
初

予
算
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

る
。
企
業
参
入
促
進
補
助

と
し
て
空
口
団
地
へ
新
規

ぶ
ど
う
植
栽
１
千
５
百
万

を
計
上
し
た
。

国
民
健
康
保
険
税
な
ど

の
特
別
会
計
補
正
は
、
職

員
人
事
異
動
に
伴
う
件
や
、

前
期
お
よ
び
後
期
高
齢
者

交
付
金
の
増
減
に
よ
る
も

の
。
上
水
道
事
業
会
計
で

町
道
新
川
線
の
配
水
管
移

設
が
不
用
と
な
り
６
百
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

西
世
羅
地
区
簡
易
水
道

事
業
に
国
庫
補
助
金
１
千

７
百
万
円
の
収
入
が
あ
っ

た
。工

事
請
負

ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
事
業
に

て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
２
９
５
本
が

強
度
不
足
と
な
る
た
め
自

営
柱
で
対
応
す
る
。(

前
回

は
中
国
電
力
の
柱
で
補
正)

２
千
６
百
万
の
増
と
な

り
、
13
億
９
千
５
百
万
円
。

１
工
区
で
追
加
加
入
申
し

込
み
が
１
１
３
件
あ
り
、

現
在
の
加
入
率
は
約
65
％･

４
千
４
百
35
件
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
６･

６
％
が
登
録
。

敷
地
料
は
年
間
９
百
30

円
。
三
原
テ
レ
ビ
と
地
主

と
の
協
議
と
な
る
。
工
事

期
間
を
１
ヶ
月
延
長
し
３

月
27
日
と
す
る
。
賛
成
多

数
で
可
決
。

5

三
原
広
域
市
町
村
圏
の

創
造
的
、
一
体
的
な
振
興

整
備
の
た
め
に
両
市
町
で

基
金
を
10
億
円
積
み
立
て

そ
の
利
息
で
事
業
を
行
な
っ

て
き
た
。

世
羅
駅
伝
補
助
、
サ
ッ

カ
ー
の
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

応
援
ツ
ア
ー
、
広
島
交
響

楽
団
鑑
賞
、
小
学
生
の
交

流
体
験
事
業
な
ど
の
事
務

を
廃
止
す
る
。

基
金
は
出
資
割
合
に
て

按
分
し
て
、
約
３
億
円
と

利
息
分
を
世
羅
町
に
帰
属

さ
せ
る
。
今
後
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
負
担
金
に
て
事
業

を
継
続
す
る
。

補
正
予
算

町
道
路
線

世
羅
中
央
線

(

広
域
農
道)

小
国
六
反
田
よ
り
黒
川

ま
で
の
４
千
２
百
30
ｍ
を
町
道
管
理
す
る
路
線
変
更
。総

延
長
２
万
５
千
百
90
ｍ
。
賛
成
多
数
で
可
決
。

字
の
区
域
の
変
更

Ｈ
14
年
度
よ
り
西
伊
尾
地
区
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て

い
た
圃
場
整
備
事
業
で
字
の
変
更
が
必
要
と
な
っ
た
。全

会
一
致
で
可
決
。

三
原
広
域

ケーブルTV架線工事

交流体験 ピーマン選果場見学


